





る。2012 年度は 100 万件を突破した。ダウンロード数

































末の 1,489 件から 2,775 件と 2 倍近い伸びを示している。
また、テクニカルレポートについても数こそ少ないが、


















































































































































































































































































































本学図書館は当初（2010 年 5 月）より資金協力要請に
応えている。なお、2010 年から 2012 年にかけて arXiv.



































































































国内の状況として、2013 年 3 月 28 日現在の参加機関























SCOAP 3（Sponso r i ng  Conso r t i um f o r  Open 



























体の 7 割以上に相当する国が関心表明（Expression of 
Interest: EoI）に署名している。2007 年に CERN 所長
から日本への提案があり、高エネルギー加速器研究機
構、国公私立大学図書館協力委員会、NII で検討の結果、




10 月から本年 3 月にかけて拠出額と削減額の調整のた
めの作業が行われた。この作業をリコンシリエーション
（Reconciliation）という。そのため、NII は国内大学等
学術機関の協力を得て、対象誌（当初 7 社 12 誌であった
が、そのうち 4 誌についてはすでにオープンアクセス誌
となっていたため、最終的に 4 社 8 誌が対象となった）の
購読状況調査、同プロジェクトへの参加意向調査を実施
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